

































































き合い、それを理解し、また批判することを促すことである」（Erice, San Miguel 
1961b: 3）などと記しつつ、現実 realidad と、「芸術家」との結びつきを強調して
いる。しかし、そのモチーフが最も尖鋭に極められるのは、1962年の第15号に
掲載される「国家的批評の責任と美学的意義」（“Responsabilidad y Significación 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































思われるし（Deleuze 1983: 84-85=2008: 102-104）、『シネマ』での表現を使えば、そ
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